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新世代ネットワーク実現への機運新世代ネットワーク実現への機運
Universal Communications

新産業創出を含めた

新世代NW産学間連携による戦
略的研究開発の推進

新産業創出を含めた
国際的競争⼒強化

略的研究開発の推進

理想のネットワーク
を⽩紙から設計

次世代NW

NSF FIND/GENI
EU FP7
NICT AKARI

次世代NW 
(NGN)現在インター

ネット

2005 2010 2015
無線

光通
信
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新世代ネットワーク研究開発戦略本部新世代ネットワーク研究開発戦略本部
Universal Communications

新世代ネットワーク研究開発推進本部
本部⻑：宮原理事⻑

戦略WG 企業等出向参画 研究者参画

参
画

・
推

進
理事⻑

第１研究部⾨
新世代ワイヤレス研究センター

新世代ネットワーク研究センター

第２研究部⾨
知識創成コミュニケーション研究センター

未来ICT研究センター

・新世代ネットワーク
の研究は 今後のNICT

第３研究部⾨ ユニバーサルメディア研究センター

情報通信セキュリティ研究センター

の研究は、今後のNICT
の⽣命線。私はその決
意で望む。（08/10/4
所内会合）
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連携研究部⾨ 電磁波計測研究センター

3



新世代新世代NWNW実現に向けたアプローチ実現に向けたアプローチ
Universal Communications

•テストベッドの構築
•ICT利活⽤の検証
•研究開発結果の実証実
験の推進

•テストベッドの構築
•ICT利活⽤の検証
•研究開発結果の実証実
験の推進

•ビジョン形成
•技術可能性の追求
•新世代NWアーキテクチャ

技術

•ビジョン形成
•技術可能性の追求
•新世代NWアーキテクチャ

技術 験の推進、、、験の推進、、、•ICT技術トレンド
•仮想化技術、ユビキタス
／センサーネット技術、
ワイヤレス技術、セキュ

•ICT技術トレンド
•仮想化技術、ユビキタス
／センサーネット技術、
ワイヤレス技術、セキュ

戦略的、総
合的な研究
開発の推進

研究開発成
果の実証実
験の推進リティ技術、、、リティ技術、、、 開発の推進 験の推進

競争と協調競争と協調将来の情報社会将来の情報社会

国際共⽣⼒
の向上と国
際協調の推
進

社会経済的
側⾯の検討
とコンセン
サスの醸成 •競争と協調

•欧⽶との協⼒
•アジア諸国との協⼒
•ICT産業の活性化

•競争と協調
•欧⽶との協⼒
•アジア諸国との協⼒
•ICT産業の活性化

•将来の情報社会
•利⽤者ニーズ
•安⼼・安全

•持続的発展可能性

•将来の情報社会
•利⽤者ニーズ
•安⼼・安全

•持続的発展可能性

進サスの醸成
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•ICT産業の活性化
•⽶国イノベーション戦
略、、、

•ICT産業の活性化
•⽶国イノベーション戦
略、、、

持続的発展可能性
•エネルギー問題、、、
持続的発展可能性
•エネルギー問題、、、
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戦略本部を中⼼とした研究推進⽅策戦略本部を中⼼とした研究推進⽅策
Universal Communications

NICT
新世代NW研究開発戦略本部

総務省、CSTP

• 基本的考え⽅

政策提⾔

新世代NW研究開発戦略本部
新世代NW推進フォーラム

社会への発信
COE/NOE/連携拠点 研

究
資
源

– 戦略と設定⽬標に基づく研
究開発

• 果たすべき役割
– 研究の⽅向性および研究レ

F⼤学 戦
略

配
分Ｆ企業 Ａ⼤学

研究の⽅向性および研究レ
ベルにおいて連携研究機関
を先導

– NICTが有する研究ファン

諸
外
国
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

Ｅ⼤学
テスト
ベッド

Ｂ企業

研究開発を先導
コンセプトの提⽰

多様なアイデアの集積
実ネットによる検証 共同

研究
⾃ら

ドおよびテストベッドを効
果的に提供

– グローバル化への対応
推進⽅策 研

究
開
発
機

ク
ト
等

委託研究
連携機能

研究• 推進⽅策
– 産学の研究リソースを集約
– 戦略に基づいた多様な研究

施策の推進 機
関

Ｃ⼤学Ｄ企業

有望技術の加速
プロトタイプの作成等

施策の推進
– 研究者および組織間の連携

機能の提供、協調と競争の
促進

Copyright © 2009 National Institute of Information and Communications Technology. All Rights Reserved.

– ICT分野の⼈材育成
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新世代新世代NWNW研究開発戦略本部のミッション研究開発戦略本部のミッション
Universal Communications

戦略の策定
【調査 分析作業】
○諸外国動向調査

・GENI、FIND、IETF、EU、
・国際会議への参画
機構内研究実施状況 把握

○研究開発、標準化の枠組み
・従来⽅策の分析
・国内外の戦略分析

【検討事項】 【調査、分析作業】

○機構内研究実施状況の把握
・⾃ら、委託研究実施状況把握
・重点化すべき研究課題の抽出

○総務省施策の把握
・重点化すべき研究課題の抽出

国内外の戦略分析
・NWGNにマッチした推進⽅策の検討

○R&D戦略
・ロードマップ、研究戦略、テストベッド
・標準化、技術化移転、実⽤化、⼈材育成

○NICTの戦略的役割 重点化すべき研究課題の抽出
○アドバイザリー会議の開催

・⺠間企業の意⾒を戦略に反映

○NICTの戦略的役割
・総務省への政策提⾔
・外国機関との国際連携戦略

研究の最適化

ＡＫＡＲＩｱ ｷﾃｸﾁ 設計PJ
⾃主研究 テストベッド

新世代ＮＷ基盤技術に関
委託研究

予算配分戦略に基づき資源配分をコントロール、各施策の協調促進
情報共有、相互調整、研究者ミーティング

研究課題提⽰

・ＡＫＡＲＩｱｰｷﾃｸﾁｬ設計PJ
・ネットワーク仮想化ＰＪ
・その他重点課題

・JGN2plusとの連携
・次期テストベッド設計

・新世代ＮＷ基盤技術に関
する研究

・その他重点課題

政策提⾔

研究リソースの集約（COE/NOE/拠点）
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○技術開発戦略や諸外国の動向分析結果から研究開発施策及び予算案を総務省へ提⾔
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戦略策定にあたって戦略策定にあたって
Universal Communications
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戦略戦略WGWGにおける検討課題における検討課題
Universal Communications

⽇本はなぜ⽶国の後塵を拝し
てきたか

強 と弱 選択と集中

ビジョン形成の重要性
1. 単なる技術ロードマップでは

なく 社会的経済的課題を解 1. 強みと弱み→選択と集中
携帯？ ブロードバンド？

2. グローバル化を促すには？
3. 研究開発資⾦の有効活⽤

なく、社会的経済的課題を解
決するICT戦略

2. 現状の社会的問題を解決する
だけでなく、新しい価値創造
を⽬指す
技術パ ケ ジ 戦略と 往

1. ICTの⾼度化による
ICT産業の活性化

2. ICT利⽤による他産
業の活性化3. 技術パッケージ、戦略との往

復による全体最適化

「アジアの時代」

業の活性化

テストベッド
戦略

研究資⾦戦略
国際化・標準

化戦略

「⽇本型」イノベーショ
ン戦略
1. サイエンスからテク

ノロジー、サービス、
ビジネス化 の道筋

「アジアの時代」
1. 多様な⽂化を背景

にした協業体制の
構築

2. 競争と協調戦略 化戦略ビジネス化への道筋

新世代
NW戦略

新世代NW技
術戦略 ⼈材育成戦略
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イノベーション戦略



戦略策定プロセス戦略策定プロセス
Universal Communications

戦略パッケージの策定ビジョンに合わせた要素
技術のパッケージ化

ビジョン形成：社会問題解
決から未来創造へ

ビジョン 研究資⾦
戦略ビジョンビジョン

課題別
ロードマップ 略ビジョン ロードマップ

課題別
ロードマップ

⼈材育成
戦略

課題別
テストベッ

ド戦略 シ
ョ

ン
戦

略

ビジョン

ニーズ志向
技術ロ ドマップ

課題別
ロードマップ

ド戦略
国際化・標
準化戦略

技術戦略 イ
ノ

ベ
ー

シ

課題別
ロードマップ技術ロードマップ 技術戦略

戦略として内容を深堀
り、体系化

強み・弱み分析に合わせ
た戦略を加味して精査

技術トレンドから⾒た
ロードマップ作成
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新世代ネットワークで起こること新世代ネットワークで起こること
〜産業社会から知識社会への変⾰〜〜産業社会から知識社会への変⾰〜

Universal Communications

産業社会から知識社会 の変⾰産業社会から知識社会 の変⾰
 すべてがつながる： 計算機→⼈→モノ→サービス・情報→社会
 すべてがグローバル化： スケール・複雑性は増加の⼀途
 不確定情報処理・⾮決定アルゴリズム・NP困難な世界へ

ICT
知識産業

競争社会から共創社会へ
柔軟性

ICT

知識産業
Knowledge

& Life/Society
信頼性 利便性

複雑なトレードオフの充⾜

ICT
サービス

産業Internet
& Services

Web2.0 &
Information Value

Google

ICT
製造産業Computer &

Communication

& Services

IBM
Mi ft

Cisco
Amazon

Google
ブログ

myspace
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ビジョン形成へのアプローチビジョン形成へのアプローチ
Universal Communications

 顕在化する⽇本の課題および将来の知識社会を実現していく上での課題
より、新世代ネットワークへの要件を抽出
 顕在化する問題→解決のアプローチ→社会へのインパクト→⽇本の技術優位

性→新世代NWへの技術要件
 技術にブレークダウンする上で、新世代ネットワークに資する⾰新的な

技術を創出
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新世代ネットワークビジョン新世代ネットワークビジョン
Universal Communications
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新世代ネットワークビジョン新世代ネットワークビジョン
〜顕在化する社会問題の解決〜〜顕在化する社会問題の解決〜

Universal Communications

顕在化する社会問題の解決顕在化する社会問題の解決
エネルギー課題 ・エネルギー⾼効率化 ・環境センシングによる環境管理
災害課題 ・通知型災害対策からインタラクティブ型災害対策時代
医療課題 疾病中⼼医療から⼈中⼼の医療時代医療課題 ・疾病中⼼医療から⼈中⼼の医療時代へ
⾷料課題 ・⾷料⽣産性の向上 ・安全な⾷、豊かな⾷の実現
防犯課題 ・⾼齢者・児童の⾒守り、地域コミュニティの活性化
事故課題 ・次世代ITS⽀援 ・超即時性を有する脊髄反射的な通信の実現事故課題 次世代 ⽀援 超即時性を有する脊髄反射的な通信の実現
国内地域格差 ・居住場所によらない豊かな暮らし ・住⺠サービス格差の解消
少⼦⾼齢化課題 ・個⼈の安全と充実を⽀援 ・労働参加、社会参加を⽀援
国際的情報格差 ・国際間での様々な格差の解消
教育課題 学習の充実 教育の安⼼を⽀える教育課題 ・学習の充実 ・教育の安⼼を⽀える
サイバーセキュリティ ・ネットワーク協調型セキュリティ対策
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おるおる
Universal Communications
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新世代ネットワークビジョン新世代ネットワークビジョン
〜新しい価値観の創造〜〜新しい価値観の創造〜

Universal Communications

新しい価値観の創造新しい価値観の創造

⽂化・⽣活の多様性 ・地球規模での多様性の尊重
メディア融合 ・ユーザの意図に適応し、環境に応じた視聴の提供
知識社会の実現 ・⾼い⽣産性と充実した⼈⽣実現の⽀援 ・個⼈と社会の創造性の拡⼤
⽣産性向上 ・サービスイノベーションを実現する
価値流通 ・バリューチェーン構築による価値の創出と流通
電⼦政府 ・安全な電⼦⾏政サービス ・eデモクラシーの発展
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エンターテイメント ・実時間連動サービス ・多様なコミュニケーションを⽀える基盤形成
フロンティア分野 ・フロンティア分野の前進 ・⾝近な／⾒える／感じる先端科学



新世代ネットワークビジョン新世代ネットワークビジョン
〜多様性を許容する新たな社会へ〜〜多様性を許容する新たな社会へ〜

Universal Communications

多様性を許容する新たな社会多様性を許容する新たな社会
Inclusion to e-Society ・権利と責任を有した利⽤者の情報化社会への包摂
Inclusion by ICT ・個、組織、社会のICTによる安⼼・安全な包摂y
Inclusion with ICT ・細分化された科学技術領域のICTによる再統合
Planet-scale Inclusion ・欧⽶を含む世界の連帯
Inclusion in Asia ・アジア地域の連帯
… …
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技術ロードマップのパッケージ化技術ロードマップのパッケージ化
Universal Communications

カテゴリカテゴリDD：制約を意識させない：制約を意識させないNWNW
DD--11：多様性を収容する：多様性を収容するNWNW
DD 22 NWNWユニフィケ シ ンユニフィケ シ ン地球 DD--22：：NWNWユニフィケーションユニフィケーション
DD--33：“：“OMOTENASHIOMOTENASHI”” NWNW

カテゴリカテゴリEE：地球にやさしい：地球にやさしいNWNW
EE--11：グリーン：グリーンNWNW（超低エネル（超低エネル

社会

EE 11：グリ ン：グリ ンNWNW（超低エネル（超低エネル
ギー情報流通）ギー情報流通）
EE--22：周波数資源の最⼤化：周波数資源の最⼤化

⼈
⽣活カテゴリカテゴリAA：価値を創造する：価値を創造するNWNW

AA--11：サービス創造：サービス創造NWNW
AA--22：メディア創造：メディア創造NWNW

カテゴリカテゴリCC：⽣活環境を⽀える：⽣活環境を⽀えるNWNW
CC--11：量的爆発を⽀える：量的爆発を⽀えるNWNW
CC--22：アンビエント：アンビエントNWNW⼈ モノ

実現⽬標
カテゴリカテゴリBB：トラスタブル：トラスタブルNWNW
BB--11：プロアクティブ・リアクティ：プロアクティブ・リアクティ
ブディペンダブルブディペンダブルNWNW
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実現⽬標
⽬標達成の意義
⽬標実現技術

ブディペンダブルブディペンダブルNWNW
BB--22：ネットワークトラスト新基盤：ネットワークトラスト新基盤



技術チャレンジへの展開技術チャレンジへの展開
Universal Communications

サービス資源のライフサイクサ ビス資源のライフサイク
ル管理による収益最⼤化

異種メデ ア サ ビ

超⼤規模システムの不
確実性を許容する構
成・状態可視化

異種メディア・サービ
ス環境下での資源利⽤
効率最⼤化

システム構成要素
の⾃律協調動作に ネットワーク全体システム

としてのエネルギ 最適化よる運⽤コスト最
⼩化

としてのエネルギー最適化
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⽇本型⽇本型ICTICTイノベーション？イノベーション？
Universal Communications

① 対GDP⽐で8割に迫る経済構造のサービス化の進展
② 製造業（特にIT関連企業）の売り上げ⽐率に⽰すソフト・サービスの⽐率の増⼤
③ BRICs等の企業台頭による製品技術の差別化要素の減少（Commoditization)：我が国をとりまく現状

コスト競争
④ ブランド・サービス等による付加価値競争
⑤ 顧客や市場との接点が希薄化（携帯電話産業等）

1. 国内にメーカーが多すぎる表層的原因 国内にメ カ が多すぎる
2. 横並び意識
3. 内弁慶
4. 類似製品で競い合い、過当競争になる
5. 国内向の特殊な⾼機能品の開発競争で疲弊してしまう
6. 意志決定の遅さによって、投資のタイミングを失する

経済活動のグローバル化
製品アーキテクチャの変化：オープン化

体系的・構造的原因
製品ア キテクチャ 変化 オ プン化
企業ドメインの多様化

最近の流れは我が国が不得意とする
ところで展開

サ ビスイ（プ セス）ノ シ ン

死の⾕
ダーウィンの海
ガラパゴス化

サービスのオープン化・モジュール化の推進
サービスインタラクションの改善

サービスイ（プロセス）ノベーション：
多様化と標準化の両⽴

「⽇本型」技術イノベーション？
モジュール型＋摺り合わせ型

（コンサルではなく）カスタマとの接点重視
テーラーメイド
多様なサービスの窓⼝を束ねるインテグレーション
サービス品質、顧客満⾜管理

サービスプラットフォームの構築と活⽤
バ 全体 付加価値 ⾼

「⽇本型」技術イノベ ション？
「⽇本型」サービスイノベーション？
「⽇本型」ビジネスイノベーション？
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参考:⾼⽥伸朗、⼩池克宏、“⽇本企業のサービスイノベーション,” 知的資
産創造、2002年12⽉号
⼩川紘⼀「製品アーキテクチャのダイナミズムを前提にした⽇本型イノ
ベーションシステムの再構築」東京⼤学、2007 

バリューチェーン全体の付加価値を⾼める
垂直型、⽔平型



新世代新世代NWNWイノベーション戦略イノベーション戦略
Universal Communications

意図的戦略：ビジョンイノベーションの種を産む 意図的戦略：ビジョン

創発的戦略：仮想化 新世代NW
イノベーション
の種を育てる

イノベ ションの種を産む

仮想化技術

の種を育てる

“Architectural” Innovation or

次世代NW

Architectural  Innovation or 
“Radical” Innovation?

次世代NW 
(NGN)現在

改良型

インター
ネット

光通光通

2005 2010 2015

Incremental Innovation(？)無線
光通
信
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関連関連URLURL
Universal Communications

 情報通信研究機構 新世代ネットワーク研究開発戦略
本部
htt // i t j /http://nwgn.nict.go.jp/

 “Diversity & Inclusion : Networking the 
Future 新世代ネットワ クビジョン” 情報通信研Future 新世代ネットワークビジョン”、情報通信研
究機構 新世代ネットワーク研究開発戦略本部、2008
年9⽉年9⽉
http://nwgn.nict.go.jp/publication.html
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